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各地の水辺を訪ねる－8
ハンブルグ港

亀田　泰武＊

１．はじめに

　ハンブルグは人口約170万人，ドイツ第２の大都市
であり，またドイツ連邦共和国の16州のひとつとなっ
て，市であるとともに連邦州という位置付けとなって
いる。北海に流れる国際河川であるエルベ川の河口か
ら100kmも遡ったところにあるが，我が国の海沿いの
大港湾都市と変わらない風貌であり，水辺も多い。
　横浜のレンガ街，小樽の倉庫群など昔の荷役倉庫が
観光施設として蘇えりつつあるが，ハンブルグの倉庫
街ははるかに規模が大きい。
　ハンバーガーはハンブルグ由来と思っていたが，バ
ーガ－は挽肉を丸く薄く整形したものという英語で，
ハンバーガーは丸いパンに挟んだ挽肉という意味とな
り，ハンブルグが語源でないようである。一方フラン
クフルトソーセージはフランクフルト由来とのこと。

２．エルベ川

　ポーランドとチェコの国境地帯から発し，チェコか
らドイツに流れていく1000km級の国際河川で，流域
面積は14.8万平方キロ，平均水量は毎秒７百m3もある。
ドイツに入り，ドレスデン，マグデブルグ，ハンブル
グを経て北海に注ぐ。ベルリンも流域にある。
　支流にはヴルタヴァ川がある。ドイツではモルダウ
川。世界遺産になっている美しい古都チェスキークル
ムルフを通り，プラハではすでに大きな川になってい
る。

３．ハンザ同盟

　ハンブルグはハンザ同盟の中心都市の一つで、現在

でも州の扱いなど独立性が高いとされる。
　12世紀頃エルベ川周辺の開拓が進み，ハンブルグで
は北から流れるアルスター川と南側を流れるエルベ川
の交差するところに港が造られた。この頃ドイツを中
心に国際的な都市間貿易に従事する商人達が団体をつ
くったのがハンザ同盟のはじまりである。12世紀末に
は神聖ローマ帝国から船舶航行の特許状をもらい，関
税特権なども入手し，ハンブルグと約50km東にあっ
てバルト海が近いリューベック，約100km西にあって
北海に近いブレーメン，の有力な都市が同盟を結成し
た。これは、同盟都市の資源はその都市の傘下商人が
扱い，外来の商人を排他するというもの。自治権も拡
大した。ドイツ商人の商業活動の広がりにつれてハン
ザ同盟の範囲も広がり，最盛期の15世紀にはロンドン
からロシアまで広がっていて，加盟都市も200を超え
ていた。加盟各都市は有力な商人など十数人で構成す
る参事会によって統治されていた。ハンザ同盟の交易
品はフランドルの織物，バルト海のニシン（宗教改革
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ハンブルグ港中心部
港自体はずっと広い。
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の前，ドイツなどでは肉食が好ましいものとされてい
なかった），リューネブルグの岩塩，木材，穀物，毛
皮などであった。
　その後，神聖ローマ帝国が衰退し，勢力を拡大して
いった各地の諸侯が各都市に圧力をかけ，同盟を脱退
する都市が増えていった。
　大航海時代となった16世紀には欧州の商圏がバルト
海や地中海から大西洋，北海に移り，ハンザ同盟都市
は衰退していった。しかし北海が出入り口であるハン
ブルグはさらなる発展を遂げることになる。

４．ハンブルグ港

　なぜ上流のここに大港湾都市ができたのかが不思議
であった。
　一つは干満差で，エルベ川河口あたりの干満差は８
～10mもあり，これでは荷物の積み卸しが難しい。川
を上流にさかのぼると干満差が少なくなる。少ないと
いっても４～5mはありそうであるが，このことが内
陸にハンブルグ港ができた由来らしい。夜，ライトア
ップされた倉庫街の写真撮影にでかけた時，底が見え
る運河があった。感潮域はハンブルグの上流34kmの
Geesthacht市にある堰まで遡る。
　もう一つは，ハンブルグの北にのびるユトランド半
島が原因のようである。エルベ川流域より東の地域は
バルト海が出口になるが，バルト海に出て西に行く場
合デンマークのある長さ400kmものユトランド半島を
大廻りしなければならない。そうなると大西洋などに
行く場合，大きな船が入れてしかも東方に寄っている
ハンブルグが最も輸送に適していることになる。エル
ベ川は最下流で西北西に流れているので，川の上流の
港の方が東北部ドイツの陸上輸送距離を縮めることが
できる。北海や大西洋貿易が大きくなるにつれてハン
ブルグの有利性がどんどん増すことになる。
　ハンブルグ付近からリューベックを通ってバルト海
に至る運河も建設された。
　ハンブルグ港を見通せる高架橋から見る機会があっ
たが，荷役施設が広大に展開され，水面も広く，我が
国の港湾都市と変わらない景色であった。エルベ川は
ハンブルグ近くで二つに分かれ後に合流していて，そ
の中州地帯は長さ10km，最大幅6kmと広大なもので，
横浜港から川崎港までの港湾・工業地帯くらいの広さ
である。コンテナ埠頭，石炭などのバラ積み埠頭，大
きなドックなど，港湾施設はみなこの中にある。ドッ
クはいまや新造船がアジアに移っているため，定期補
修や改修が主となり，大型のタンカーや客船がドック

入りしていた。このように港を見ると河口から100km
も遡っているとは思えない。
　中心市街と南のドック地区を結ぶエルベトンネルが
ある。長さ400m，直径6mの２本のトンネルが，1911
年に川底に建設された。人や車は出入り口からエレベ
ーターでトンネル内に上り下りする。今でも現役で，
ドックの工員や自動車を運んでいる。

５．ハンブルグの街

　街は低湿地を埋め立てるような形で市街地が形成さ
れている。このため中心市街では運河や水路敷きがあ
ちこちにあり，大きな湖もある。ハンブルグ港から
1.5kmの２本の運河を遡るとアルスター湖。運河の途
中には閘門があり，小型船が通行できる。アルスター
湖は一辺500mくらいの角形をした内アルスター湖と
広い外アルスター湖とに橋で仕切られている。内アル
スター湖の回りはホテル群などがあり，大きな噴水が

港湾施設
高架橋から。 手前が石炭などのばら積み岸壁，むこう
にコンテナ埠頭

ドック
 客船が修理で入っていた。
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上がっている。外アルスター湖は長さ2km程度の細長
い形で，まわりは高級住宅街に。昔は湖岸が邸宅の私
有地であったが今は湖岸道路ができ，誰でも湖のまわ
りをめぐることができる。
　第二次大戦ではハンブルグ市街地の６割が破壊さ
れ，戦後復興した。

６．倉庫街と再開発

　エルベ川沿いに運河が何本も走り運河に倉庫街が面
している。その規模は大きく，昔のヨーロッパの経済
物流のすごさが実感できる。最も大きい運河は長さ
1.5kmくらいあり，途中で枝分かれしていて両側に倉
庫がびっしり張り付いている。倉庫はレンガ造りで何
階建てにもなっていて運河側も道路側も各階に大きな
扉があり，クレーンで持ち上げて運河や道路から直接
上層階へ倉庫に荷物を出し入れするようになってい
た。

　これだけ規模の大きい倉庫街であったが，物流が海
上コンテナ輸送に移行してしまい，倉庫の役割が終わ
り，オフィスビル，税関博物館，倉庫博物館，鉄道模
型館など各種博物館への大規模な再開発が進んでい

内アルスター湖
大きな噴水が上がっている。その向こうに市庁舎

倉庫街の眺め
ずっと続いている

荷揚げ口
倉庫ビルの各階に両開きのドアがあり，上のクレーンか
ら降りているロープを操作して荷物を上げ下げして倉庫
に運び込んだり，外に出したり。

再開発された倉庫街

再開発ライトアップ
倉庫街は夜にはライトアップされ，いい景観を提供して
いた。
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る。運河を渡る歩道橋もつくられている。
　訪れた際も広い区域が工事中になっていた。改修の
際できるだけ昔の面影が残るように配慮されて，運河
が残されて地域景観の価値増進に役だっている。

７．ハーフェンシイティ計画

　現在倉庫街の東から南にかけての広い区域がハンブ
ルクのシティセンターの南部分として大規模に再開発
されている。このハーフェンシティ計画用地は155ha
で，このうち55haは運河などの水辺であるが，港の
イメージや歴史を残すため埋め立しない事を前提とし
ている。この場所の地盤高さは非常に低く設計されて
おり，洪水時には建物の1Fが浸水するほどの高さで
あるが，これも堤防などを造ったり，地盤高さをかさ
上げしたりすると親水性が失われるためで，建物の
1F部分を水密性にすることにより，対応している。
　今まで港湾施設として使われていて，一般の人には
あまり知られていなかった場所を住宅街やオフィス街
として使用する計画であり，魅力的な街にするため，
有名建築家が建物の設計を行い，新たに緑多い公園や
道路等，住民の快適さを図るための様々な施設を造っ
ていくことにより，ハンブルク市民のためだけではな
く，ドイツを代表する観光スポットの１つとすること
を念頭に置いている。
　エルベ川に面した地区西端には下が倉庫のような赤
煉瓦で，その上に全面ガラス張りの，コンサートホー
ルを持つ，最上部が波の形をしたビルが建設中で，
2017年に完成予定。360度の展望台も設置される。　

８．市庁舎と環境衛生の女神像

　1842年の大火で消失したあと再建された市庁舎が
1897年に完成した。当時ハンブルグの経済的繁栄は頂
点に達し，市庁舎は高さ112mの塔を持ち，650を超え
る部屋数と大変豪華なものである。 
　入場料なしで入ることができる市庁舎の中庭中央
に，竜を制圧している女神像の噴水がある。下には三
段の水盤。像は，環境衛生のシンボルであるギリシア
神話に登場する女神ヒュギエイア（Hygieia）で，健
康の維持や衛生を司る。 医神アスクレーピオスの娘
で，英語のhygiene（衛生）の語源となっている。竜
はコレラをあらわしているようである。　この像は
1892年のコレラ大流行により多くの死者を出した後，
水道システムの改善により，流行を終焉させたことを
記念し，いつまでも記憶に残るように造られたとのこ

と。像の下には，水のありがたさを人の作業であらわ
した像が取り巻いている。
　19世紀におけるコレラの世界的大流行は1817年に始
まった。この年カルカッタに起こった流行はアジア全
域からアフリカに達し，1823年まで続いた。その一部
は日本にも及んでいる。1826年から1837年までの大流
行は，アジア・アフリカのみならずヨーロッパと南北
アメリカにも広がり，全世界的規模となった。以降，
20世紀はじめまで６回にわたるアジア型の大流行があ
った。1884年にはドイツの細菌学者ロベルト・コッホ
によってコレラ菌が発見された。しかし，その後，日
清戦争の始まる２年前の1892年８月にエルベ川に面し
たハンブルグで突如コレラの流行が始まり，たった数
週間の間に８千人が死亡した。ただ，ハンブルグの下
流に隣接するアルトナではほとんどコレラ患者は発生
しなかった。ハンブルグ，アルトナはともに上水道の
原水はエルベ川だった。
　アルトナでは都市の前を流れるエルベ川を上水道の
原水にしていたが，1859年以来すべての原水を緩速ろ

市庁舎
アルスター川のほとりに

環境衛生シンボルの女神像
市庁舎の中庭に
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過して給水していた。これに対してハンブルグ市水道
の取水口は4.5Kmほど上流だったのに，原水を短時間
沈殿させるだけで給水していた。
　緩速ろ過が単に原水から濁りを除去するだけでな
く，細かい浮遊物に付着しているコレラ菌も除去する
ことにより細菌除去作用のあることが示されたが，莫
大な人命を失っての教訓であった。
　巨大な庁舎を建てるほど大きな繁栄を謳歌している
この時代に一方で多数の死者が出る感染症が大流行し
ていた。

９．終わりに

　コンテナ輸送という大流通革命により，多くの大都
市の港湾地域が変貌している。日本では昔経済規模が
小さかったせいか再開発の規模は巨大ではないが，欧
州では大規模でロンドンでは空港が建設されるほどで
ある。何処も運河を残すことにより，素敵な水辺環境

を提供するものとなっている。
　城塞のような模様が入ったマンホールを見つけ，欧
州に殆どないデザインマンホールを見つけたと思って
いたらこの模様はハンブルグの市章であった。市章が
入ったマンホールは欧州所々で見受ける。
　日本からドイツへの直行便はフランクフルト，ミュ
ンヘン，デュッセルドルフで，ベルリンやハンブルグ
に行っていない。このことは大都市が少なく小都市に
人口がうまく配置されているドイツでは国際的な機能
まで各地に分散していることを示している。

参考　APEC環境技術交流バーチャルセンターHP
http://www.apec-vc.or.jp/j/modules/tinyd00/?id=53&kh_
open_cid_00=8

外アルスター湖
中心市街方向

エルベトンネルのエレベーター
何台もあって，人と自動車を上げ下げしている。現在自
動車は片側４車線の新エルベトンネルを主に利用。

ハンブルグのマンホール
市の紋章入り。

アルスター川沿いのビル街
内アルスタ－湖から港までの水路で。街中のビルも倉庫
っぽいデザインに




